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調査期間は 2012（平成 24）年 12月。 
Ⅲ．結果 
＜助産師数＞1950（昭和 25）年の助産師数は 1978人で
あった。その後、1970（昭和 45）年には 995人と 1000
人を切り、2006（平成 18）年 671人までほぼ一貫して
減少傾向にあった。中でも大幅に減少したのは、1962（
昭和 37）年 116人減、1967（昭和 42）年 241人減、2006
（平成 18）年 82人減であった。その後、増加し 2010（
平成 22）年は 763人であった。 
＜就業場所＞就業場所別就業数は、1952（昭和 27）年、
助産所が 1854人、病院 42人、診療所 17人であった。





診療所は 136人と 24人増加した。2010（平成 22）年、




に転じ 2010（平成 22）年は 10％以下になった。30歳代





年では 6.2％となったが、2010（平成 22）年には 27.1％
となった。年代構成は均等化してきている。ただ、助産
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